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研究要旨 
 
１．平成14～26年度に宮城県対がん協会で実施された対策型胃がん検診の成績ならびに地域がん登録データ用
い、検診間隔別に見た対策型胃Ｘ線検診の検診精度を評価した。胃X線検診のスクリーニング感度は81.7%であ
った。検診間隔を２年以上とすると進行癌率が有意に増加し、生存率が有意に低下することが明らかとなった。 
また、検診受診者の罹患率は人口10万人対216.8であり、地域がん登録全国推計によるがん罹患データよりも
低い値であることが判った。検診受診者の約7割は継続受診者であり、そのことが検診受診者の低い罹患率に
影響していることが示唆された。胃がん検診のプロセス評価にあたっては、対象集団の罹患状況を踏まえ、さ
らに、一つ一つの目標値の達成はもちろんであるが、これらを連動する指標として捉え、精度管理上の課題を
評価すべきと考える。 
  
 
Ａ．研究目的 
 住民検診として実施されている胃X線検診ならび
に胃内視鏡検診の精度管理の評価法を開発する 
 
 
Ｂ．研究方法 
１．平成14～26年度に宮城県対がん協会で実施され
た対策型胃がん検診の成績ならびに地域がん登録デ
ータ用い、検診間隔別に見た対策型胃Ｘ線検診の検
診精度を評価した。 
 
（倫理面への配慮） 
既存データを解析する研究であり、データは匿名化
されている。研究対象者に直接接触することはなく、
対象者が直接的な不利益を被ることはない。 
研究内容は宮城県対がん協会ホームページで公開し、
参加拒否が可能なことを担保した。 
 
Ｃ．研究結果 
１．平成14年度の胃がん検診受診者は203,885人で要
精検率は8.8％、精検受診率は94.6％、胃がん発見率
は0.18％であった。検診受診者の71.4％は逐年の継
続受診者であった。胃X線検診のスクリーニング感度
は81.7%であり、検診間隔を２年以上とすると進行癌
率が有意に増加し、生存率が有意に低下した。また、
検診受診者の罹患率は人口10万人対216.8であった。 
 
Ｄ．考察 
胃X線検診のスクリーニング感度は約80％であるが、
検診対象者の多くは継続受診者であり、その罹患率

はがん登録から得られた推計値よりも低い。胃がん
検診のプロセス評価にあたっては、こうした実態も
考慮すべきであろう。また、胃X線検診では精検受診
率のバラツキも胃がん発見率や陽性反応適中度に大
きく影響する因子であり、一つ一つの目標値の達成
はもちろんであるが、これらを連動する指標として
捉え、精度管理上の課題を評価すべきと考える。 
 
Ｅ．結論 
胃X線検診の精度管理では対象集団の罹患状況も踏
まえ、各種プロセス指標のダイナミックな評価が望
まれる。 
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